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★
カボチャのスマート栽培・収穫の実証

33ha（水稲15ha、カボチャ10ha、ブロッコリー8ha）　うち実証面積：カボチャ10ha

①苗自動灌水②有人ー無人トラクタ協調作業による耕うん③ドローン（農薬散布・追肥）
④収穫作業支援

ロボットトラクタ導入で作業時間 3０％削減、カボチャ収量１０％向上、経営体の収益向上

（株）小坂農園（北海道むかわ町）

実証課題名

経営概要

問い合わせ先

導 入 技 術

目　　標

★

農研機構北海道農業研究センター事業化推進室　（e-mail：h-jigyoka@ml.affrc.go.jp）

○各種イベント等での情報発信に加え、北海道普及組織のネットワークによる普及の横展開を推進する。
○農業支援サービス事業者にカボチャ生育判定法特許を許諾し、サービス提供を目指す。
〇カボチャ輸出産地においてスマート技術の導入を図る。

３　事業終了後の普及のための取組

農薬散布用ドローン① ② ③

２　導入技術の効果
自動灌水装置 有人ー無人トラクタ協調耕うん

生育判定と部分追肥 ドローン防除

〇自動灌水装置導入により、育苗作業時間が90％削減。
〇ロボットトラクタと有人機の協調作業により、慣行と比較して耕うん作業時間が最大36％削減。
〇ドローン空撮画像からの生育判断法を特許出願し、散布用ドローン部分による部分追肥方法を確立。
○本格的にスマート技術を導入したR3年はカボチャで機械費増加分を上回る利益を確保。

１　目標に対する達成状況

●貯水槽と圧力タンク、電磁弁、逆吊散水ローター等で構成され、電
磁弁は電池式でスマートフォンにより動作設定でき、可動部が無い
ため灌水開始時の
立ち会いも不要
で、育苗作業時間
が90％削減。

●うどんこ病とつる枯病両方に
有効な「ベジセイバー」を用
い、ほ場脇に発電機と複数の
バッテリー充電器を置き、ほ
場での充電待ち時間を解消。
ダウンウォッシュで茎葉が損
傷しないよう、飛行高度は
4m（機種による）。1.6ha
のほ場を薬剤補充とバッテ
リー交換時間含め約30分で
散布。

逆吊散水ローター

●一筆1～1.6haのほ場（一部変形含む）で、有人トラクタは無人トラク
タの作業を監視しながら，初めに最外周を耕うんした後で無人トラク
タの耕うん時に生じた未耕起部分を耕うんし、無人トラクタは直進の
往復行程のみ行い、作業時間最大36％削減（茶：無人、青：有人）。

●うどんこ病とつる枯病両
方に有効な「ベジセイ
バー」を用い、ほ場脇に
発電機と複数のバッテ
リー充電器を置き、ほ場
での充電待ち時間を解
消。ダウンウォッシュで
茎葉が損傷しないよう、
飛行高度は4m（機種によ
る）。1.6haのほ場を薬剤
補充とバッテリー交換時
間含め約30分で散布。

●ドローン撮影画像（左図）から生育が劣っている箇所（右図で白が
薄い）の判断方法を特許出願し、部分追肥で収量28％増（R2年）。

●ドローン追肥における肥料の選定、散布量、散布幅、飛行高度、飛
行速度などの最適条件を決定。

実証成果
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加工キャベツを導入した大型畑作経営でのスマート農業技術（鳥獣害対策含め）の低コス
ト化を目指したマシーネンリング体系の実証

143ha（キャベツ2.4ha、てん菜23.5ha、ジャガイモ27.9ha、その他89.3ha）
うち実証面積：キャベツ2.0ha、てん菜20.9ha

①可変施肥技術（キャベツ、てん菜）②キャベツAI搭載自動収穫機③てん菜大型収穫機④トラン
スボーダーファーミング（※１）⑤ドローン（鳥獣害対策）
（※１）トランスボーダーファーミングは、１区画圃場で複数の所有者が協力して１作物にして共同作業を行い、高能率の機械を導入して効率化させるのこと。

〇キャベツ自動収穫機を中心に機械化一貫体系を実証し、省力化により労働力を 50％削減する。
〇トランスボーダーファーミングによるほ場集約を行い、マシーネンリング（※2）による機械運行
と高能率機械の効率化を図り、経営全体のコストを 10％削減し、所得を 20％向上する。

（※2）マシーネリングとは、遊休機械を有効に利活用する手法。共同利用との違いは第3者が遊休機械の利用計画を立てて運用すること。

鹿追町 ICT研究会ほか（北海道鹿追町）

実証課題名

経営概要

問い合わせ先

導 入 技 術

目　　標

鹿追町農業協同組合　営農部　今田伸二　（e-mail：imada＠ja-shika.nokyoren.or.jp）

②キャベツ②キャベツ②キャベツAAIIAI 搭載自動収穫機搭載自動収穫機搭載自動収穫機 ②自動運搬車②自動運搬車②自動運搬車 ③てん菜大型収穫機（テラドス）③てん菜大型収穫機（テラドス）③てん菜大型収穫機（テラドス）
の伴走収穫の伴走収穫の伴走収穫

①可変施肥①可変施肥①可変施肥

⑤ドローンを活用した鳥獣害対策⑤ドローンを活用した鳥獣害対策⑤ドローンを活用した鳥獣害対策

○キャベツ自動収穫体系については、製品化・更なるカスタマイズを促すため、農機企業に情報提供等行う。
○可変施肥は、施肥設計する組織を明確化し、生産者へサービス提供できる体制作りを進める。
〇てん菜収穫機は、今後、マシーネンリング組織を立ち上げ推進していく。また、更なる改良のため農機企業に情報提供等行う。
○トランスボーダーファーミングについては、JAの農業振興計画で取り上げ、JAを上げて生産者へ向けた推進を進めていく。

３　事業終了後の普及のための取組

〇キャベツ自動収穫機により、従来6名の従事者が3名になり、収穫スピードも慣行並みだったことから、労働時間は50％削減できた。
〇収穫適期予測により適期収穫が可能となり、収量が向上するとともに、収穫機の効率的な運用が可能となりマシーネンリングの効果を発揮。
〇可変施肥により、キャベツでは収量5％増、施肥コストが4％削減、てん菜では収量８％増、施肥コスト25％削減が達成。令和3年
度は前年度の可変施肥マップを活用し、収量は同等で施肥量を30％削減。

〇てん菜大型収穫機（テラドス）は、機械の改造により収穫ロスを減らし慣行1畦収穫機より高い収穫能力を発揮できるまでになった。
〇ドローンを活用した鳥獣害対策では、森の中のエゾシカを上空から発見し、駆除できることを実証した。
〇マシーネンリングにより個人利用と比較し30％ほど利用効率が向上。トランスボーダーファーミングにより集約されたほ場従来のほ場と比較
して10a当たり5,400円のコスト減。

１　目標に対する達成状況

２　導入技術の効果
キャベツ収穫省力化 てん菜収穫省力化

可変施肥による効果（令和３年） 新体系の経営評価

●キャベツ自動収穫機の導入等により、収穫作業従事者が50％削減 ●てん菜大型収穫機（テラドス：4畦収穫機）による収穫効率向上

●可変施肥により施肥量が減少 ●経営実証結果

作業体系
の変化

現在
オペレータ 1名
作業員
外葉処理 1名
選別～整列2名
圃場運搬 1名
集荷場へ運搬 1名
合計 6名

自動収穫機体系
オペレータ 0名
作業員
外葉処理 0名
選別～整列２名
圃場運搬 0名
集荷場へ運搬 1名
合計 3名

3名削減
50％削減
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キャベツの可変施肥効果
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収穫機の掘取部改良による収穫ロス量削減
移植：4.9kg/10a （慣行比30％）直播：8.9kg/10a （慣行比55％）
慣行1畦収穫機：16.1kg/10a

１時間当たりの収穫可能面積
テラドス：最低0.54ha 最高1.06ha 平均0.71ha
慣行1畦収穫機：0.23ha （タッピング0.4ha ）

10a当たり収穫機利用コスト
テラドス：13,700 円（慣行比９８％） 慣行１畦収穫：13,988 円

技術タイプA：大区画圃場でキャベツ栽培で収穫機他可変施肥等のスマート農業技術とマ
シーネンリングのシステムを導入して機械の効率化と省力化をした技術区分。

導入後の経費は導入前と比較し７％減。

技術タイプB：大区画圃場でテンサイの大型収穫機テラドスを導入して、可変施肥等のス
マート農業技術とマシーネンリングのシステムを導入して機械の効率化と省力
化を目指した技術区分。

導入後の経費は導入前と比較し３％減。

〇経営全体での効果について
実証では、経費削減効果があったものの、干ばつの影響による収量減により所得
は減少。
干ばつによる減収の影響がなかった場合のシミュレーションを行った結果、経営全
体で労働時間減と施肥コスト減の効果が最大限発揮されることにより、大幅な所
得の向上が見込まれる。

★

実証成果
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品目  キャベツ、てん菜、ジャガイモ




